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（
二
面
に
つ
づ
く
）

　
去
る
３
月
６
日
㈬
、

平
成
30
年
度
決
算
見
込

み
と
平
成
31
年
度
事
業

計
画
（
案
）
を
審
議
す

る
た
め
、
役
員
、
支
部

長
等
合
同
会
議
と
合
せ

て
政
治
連
盟
の
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
主
な
事
業
に
つ
い
て

審
議
の
結
果
す
べ
て
承

認
さ
れ
、
総
代
会
に
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

特
に
も
、
東
日
本
大
震

災
被
災
か
ら
８
年
余
り

が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で

に
被
災
し
た
県
立
病
院

や
公
立
学
校
施
設
の
復

旧
完
了
や
、復
興
道
路
、

災
害
公
営
住
宅
等
の
整

備
が
着
実
に
進
み
復
興

の
実
感
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

　
一
方
、
就
業
者
の
高

齢
化
と
少
子
化
に
よ
る

若
年
入
職
者
・
労
働
者

の
減
少
等
に
よ
る
人
材

不
足
、
次
代
を
担
う
優

秀
な
人
材
の
継
続
的
な

確
保
と
技
術
・
技
能
の

継
承
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
組
合
の
組
織
基
盤

の
強
化
を
図
る
た
め
、

組
合
員
の
加
入
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
年

は
、
当
組
合
創
立
70
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き

節
目
を
迎
え
る
。
組
合

の
更
な
る
飛
躍
に
繋
げ

る
た
め
に
も
皆
で
力
を

合
わ
せ
、
多
く
の
組
合

員
の
参
加
の
も
と
記
念

事
業
の
成
功
に
向
け
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
更
な
る
協
力
を
お

願
い
す
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
平

成
31
年
度
の
主
な
事
業

は
次
の
通
り
と
な
っ
て

い
る
。

１
　
岩
手
県
電
気
工
事

業
工
業
組
合
創
立
70

周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て

　
各
支
部
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
事
業
に
つ
い

て
、
各
支
部
長
か
ら
評

価
点
数
を
付
し
て
貰
い

評
価
点
数
の
高
か
っ
た

「
業
界
理
解
促
進
事
業
」

と
「
工
業
高
校
等
へ
の

寄
贈
事
業
」に
加
え「
業

界
紹
介
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
製
作
」
の
３
事
業
を

記
念
事
業
と
し
て
行
う

こ
と
と
し
た
。

　
「
業
界
理
解
促
進
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
各

支
部
内
に
所
在
す
る
電

気
系
学
科
を
有
す
る
高

校
所
在
の
支
部
に
お
い

て
開
催
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
な
お
、
開
催
に
当
た

っ
て
は
、
本
部
・支
部・

青
年
部
が
連
携
し
て
取

り
組
み
、
明
日
に
繋
が

る
事
業
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
「
工
業
高
校
等
へ
の

電
気
工
具
等
の
寄
贈
事

業
」
は
、
高
校
側
の
意

向
を
受
け
工
具
類
等
、

学
校
の
備
え
付
け
工
具

と
し
て
組
合
寄
贈
が
分

か
る
よ
う
表
示
の
う
え

贈
呈
す
る
。

　
「
業
界
紹
介
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
は
、
各
支
部

内
の
電
気
工
事
業
者
が

分
か
る
よ
う
、
ま
た
希

望
す
る
企
業
に
は
、
紹

介
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

等
の
構
成
と
し
て
青
年

部
が
作
成
に
取
組
む
。

２
　
組
合
加
入
の
促
進

に
つ
い
て

　
組
合
加
入
に
つ
い
て

は
、
組
合
支
部
へ
の
加

入
し
易
い
環
境
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
組
合

支
部
加
入
手
数
料
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
し

た
。

　
組
合
支
部
加
入
手
数

料
は
、
支
部
の
裁
量
に

任
さ
れ
て
い
る
が
、
設

定
を
希
望
す
る
支
部
が

あ
る
こ
と
か
ら
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
示
し
、
加
入

手
数
料
検
討
の
一
助
と

な
る
よ
う
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

３
　
第
４
回
電
気
工
事

技
能
競
技
全
国
大
会

及
び
東
北
大
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
第
４
回
電
気
工
事
技

能
全
国
大
会
・
第
２
回

東
北
大
会
に
向
け
て
現

況
説
明
が
あ
り
、
全
日

電
工
連
米
沢
会
長
の
考

え
で
は
、
全
都
道
府
県

か
ら
各
１
名
の
選
手
が

出
場
し
、
会
場
は
横
浜

ア
リ
ー
ナ
を
検
討
し
て

い
る
と
の
情
報
提
供
が

な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
第
２
回
東
北

大
会
は
、
青
森
県
で
開

催
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
県
工
組
は
、
両
大

会
へ
の
参
加
を
目
指

し
、
年
内
に
募
集
を
行

い
、
応
募
者
の
中
か
ら

年
度
内
を
目
指
し
選
手

の
決
定
を
目
指
す
こ
と

と
し
た
。

４
　
第
一
種
電
気
工
事

士
資
格
取
得
に
係
る

受
講
者
支
援
に
つ
い

て
　
今
年
２
月
に
実
施
し

た
組
合
調
査
に
よ
れ

ば
、
組
合
加
入
の
資
格

取
得
者
１
２
５
２
人
う

ち
20
、
30
代
は
、
２
３

８
人
と
２
割
に
満
た
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

有
資
格
者
の
育
成
・

確
保
に
向
け
、
組
合
員

の
資
格
取
得
希
望
者
に

対
し
１
人
５
０
０
０
円

を
補
助
す
る
資
格
取
得

支
援
制
度
の
利
用
者
数

は
22
人
。
合
格
者
数
は

12
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
制
度
の
更

な
る
周
知
を
図
り
普
及

と
し
て
組
合
寄
贈
が
分

か
る
よ
う
表
示
の
う
え

組
合
役
員
・
支
部
長
合
同
会
議
開
催

平
成
31
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

事
業
計
画
概
要
固
ま
る

平野理事長

発　　行　　者

岩手県電気工事業工業組合

盛岡市下太田榊48番地44

3 2 5 5

隔月１回  25 日 発行

編集発行人  平野喜嗣

印　　刷　　所
日
刊岩手建設工業新聞社

発　行　者
岩手県電気工事業工業組合
盛岡市下太田榊48番地44
電 話　656－3255
隔月１回25日発行
編集発行人　平野喜嗣

印　刷　所
日刊　岩手建設工業新聞社

三菱電機住環境システムズ株式会社

東北支社　第一営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11

TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

これからの暮らしに、
本当に必要なものってなんだろう。
―これからの豊かさや幸せのために、
　私たちが、はじめたこと。
　それは、あらためて「暮らしの本質」を
　見つめなおすこと。
　〝省エネ化〟「省資源化」という社会全体の
　課題を解決しながら、
　ひとりひとりの「暮らしのクオリティ」を高めていくこと。
　そのための、新しいものづくりをはじめること。

　時代が効率を求めても、
　社会が複雑に変わっても、
　暮らしに大切なものはそう変わらない。
　誰もが使いやすい「人」発想の設計で、
　かしこくムダのないエコテクノロジーで、
　私たちは、人と社会、地域をつないで、
　これまでにない暮らしのよろこびを
　お届けしていきます。

　きょうをもっと豊かなものに、
　あしたをもっと待ち遠しいものに、
　変えていくために。

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・奥州・花北

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング

・高圧・低圧絶縁監視システムによ
る電気設備の24時間監視　　      

・一般用電気設備の定期調査業務と
受託検査業務

・電気使用安全の広報業務、技術業
務等

・デマンドweb 閲覧サービスによ
る最大電力、電力使用量の監視

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする
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（
一
面
よ
り
つ
づ
く
）

を
図
る
こ
と
と
し
、
次

年
度
に
お
い
て
も
実
施

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

５
　
東
北
電
力
㈱
関
連

施
設
の
視
察
研
修
に

つ
い
て

　
平
成
31
年
度
の
研
修

事
業
計
画
（
案
）
は
、

６
月
21
日
㈮
、
22
日
㈯

の
日
程
で
福
島
県
南
相

馬
市
に
あ
る
原
町
火
力

発
電
所
を
視
察
研
修
と

し
て
計
画
中
で
あ
る
旨

報
告
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
総
代
会
で
承

認
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
明
け
に
案
内
を

予
定
し
て
い
る
。

６
　
岩
手
県
電
工
組
移

動
理
事
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
移
動
理
事
会
は
、
10

月
〜
11
月
北
上
支
部
協

力
の
も
と
地
元
役
員
の

方
々
と
意
見
交
換
を
行

う
機
会
と
し
て
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

７
　
平
成
30
年
度
決
算

見
込
み
及
び
平
成
31

年
度
収
支
予
算
に
つ

い
て

　
平
成
30
年
度
決
算
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
新
年
度
の
記

念
事
業
実
施
に
備
え
、

積
立
額
の
大
幅
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
改

め
て
４
月
26
日
㈮
に
開

催
さ
れ
る
理
事
会
に
報

告
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度

収
支
予
算
に
つ
い
て

は
、
特
に
も
本
年
が
組

合
創
立
70
周
年
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

記
念
事
業
の
実
施
に
備

え
所
要
の
予
算
確
保
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

一
層
の
効
率
的
運
営
が

求
め
ら
れ
る
。

①
電
線
寄
贈
支
援
事
業

に
つ
い
て

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

評
価
で
は
概
ね
好
評
価

を
得
て
い
る
が
、「
希

望
ど
お
り
寄
贈
で
き

た
」「
事
前
の
意
見
交

換
を
行
う
等
意
思
疎
通

が
う
ま
く
い
っ
た
」
な

ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

る
一
方
、「
高
校
に
寄

贈
し
た
会
社
名
が
分
か

ら
な
い
」「
支
援
企
業

の
偏
り
」「
支
援
効
果

を
感
じ
ら
れ
な
い
」
等

の
課
題
も
あ
る
。

　
余
丁
電
線
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
当
初
の
目

的
を
生
か
し
余
丁
電
線

を
集
め
て
売
却
し
、
そ

の
売
上
代
金
で
高
校
側

の
要
望
に
応
じ
た
電
線

資
材
等
を
購
入
し
寄
贈

し
た
支
部
も
あ
っ
た
。

　
事
前
に
高
校
等
と
の

情
報
交
換
が
肝
要
で
あ

る
と
い
う
の
が
共
通
し

た
認
識
で
あ
る
。

　
学
校
と
良
好
な
関
係

を
築
く
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
、
よ
り
効
果
も
期

待
で
き
る
。

　
協
会
と
の
共
同
事
業

と
し
て
、
新
年
度
に
お

い
て
も
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
の
実
施
に
つ
い

て
　
概
ね
好
評
価
を
頂
い

て
い
る
が
、学
校
側
は
、

で
き
る
だ
け
電
気
工
事

の
実
習
等
の
体
験
機
会

を
多
く
入
れ
る
様
望
ん

で
い
る
。　

　
な
お
、
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

等
の
利
用
は
、
各
支
部

配
布
の
Ｃ
Ｄ
を
ご
活
用

願
い
た
い
。

　
こ
の
事
業
も
学
校
と

の
距
離
が
近
く
な
る
よ

う
受
け
入
れ
に
関
す
る

情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
継
続
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。

③
中
学
生
の
職
業
体
験

受
入
に
つ
い
て

　
中
学
生
職
業
体
験
に

関
す
る
受
け
入
れ
希
望

事
業
所
を
募
り
、
県
教

育
員
会
を
通
じ
て
各
支

部
管
内
の
中
学
校
に
情

報
提
供
し
て
い
る
が
、

協
力
組
合
員
に
照
会
し

た
と
こ
ろ
、
受
入
事
業

主
は
、
受
け
入
れ
て
良

か
っ
た
と
の
評
価
で
あ

る
。
学
校
か
ら
は
、
見

学
よ
り
も
体
験
機
会
を

多
く
入
れ
る
様
希
望
す

る
声
が
多
い
。

　
受
け
入
れ
状
況
の
情

報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
次
年
度
の
受
入
れ

事
業
所
の
増
加
を
図

り
、
継
続
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
上
記
①
か
ら

③
の
い
ず
れ
の
事
業
に

つ
い
て
も
当
該
事
業
の

情
報
共
有
を
図
る
趣
旨

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
、
県
教
育
委
員
会
職

業
教
育
担
当
に
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
組
合
役
員・
支
部
長・

事
務
職
員
合
同
会
議
に

先
立
ち
「
企
業
経
営
に

お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
」
と
題
し
て
宮
健

氏
を
講
師
に
研
修
会
が

行
わ
れ
た
。

　
講
演
で
は
、
宮
氏
が

業
界
団
体
や
企
業
等
の

不
祥
事
事
例
を
紹
介
し

な
が
ら
、
企
業
経
営
に

お
け
る
「
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
」
経
営
の
基
本

と
し
て
①
企
業
は
永
続

す
る
と
い
う
前
提
で
経

営
す
る
こ
と
。
②
企
業

統
治
③
危
機
管
理
④
法

令
順
守
の
４
項
目
を
掲

げ
、
経
営
者
自
ら
が
倫

理
観
の
醸
成
に
努
め
る

こ
と
の
重
要
性
を
あ
げ

「
人
間
と
し
て
の
教
養

を
積
み
、
努
力
す
る
こ

と
に
よ
り
倫
理
感
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
」
と
し
た
。

「
強
い
会
社
に
な
る
た

め
の
10
カ
条
」

１　
安
定
し
た
売
上
、

利
益
、
資
金
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。

２　
財
務
内
容
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
い

る
。

３　
社
長
の
思
い
（
経

営
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
）
が
社
内
に
浸

透
し
て
い
る
。

４　
他
の
役
員
・
幹
部

社
員
は
良
く
社
長
を

補
佐
し
て
い
る
。

５  

上
司
は
部
下
を
信

頼
し
、
部
下
は
上
司

を
尊
敬
し
て
い
る
。

６  

決
算
内
容
な
ど
が

社
内
に「
オ
ー
プ
ン
」

に
な
っ
て
い
る
。

７　
役
員
・
社
員
が
み

ん
な
成
長
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

８　
安
全
や
法
令
順
守

に
対
す
る
意
識
が
強

い
。

９　
信
賞
必
罰
に
よ
り

適
度
な
緊
張
感
が
あ

る
。

10　
顧
客
や
取
引
先
、

地
域
社
会
な
ど
か
ら

信
頼
さ
れ
て
い
る
。

組合役員・支部長・事務職員対象研修会

「企業経営におけるコンプライアンス」
講師　宮　健 氏（中小企業診断士協会会長）

組合創立70周年記念事業のお知らせ
記念式典・祝賀会

日時：10月25日㈮ 15時30分～
会場：ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング
・多くの組合員参加のもと、喜びを分かち合い次代
に繋げてもらう趣旨で開催。

・来賓・組合員等300人程見込む。
・祝賀会参加費は、1人７千円。
・参加者記念品：「業界紹介パンフ」、「業界紙記念
号」、「組合70年の歩み」、「地酒」を用意。

・アトラクション：一関祝い餅の振舞、
　　　　　　　  スコップ三味線の生演奏。
※各支部は、地酒を２升持ち寄ることとされた。
 盛岡以外の各支部には貸切バス代５万円を補助。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

会
は
、
２
月
１
日
16
時

か
ら
盛
岡
市
内
で
組
合

青
年
部
が
主
体
と
な
り

電
設
資
材
卸
業
協
同
組

合
と
の
共
催
事
業
と
し

て
約
50
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
の
研
修
会
は
、

広
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
変
化

を
商
機
に
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
Ｅ

Ｓ
社
と
三
菱
電
機
の
２

社
に
よ
り
行
わ
れ
、
始

め
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社

か
ら
は
、
広
が
る
Ｉ
ｏ

Ｔ
変
化
を
商
機
に
と
題

し
て
①
社
会
で
広
が
る

Ｉ
ｏ
Ｔ
未
来
予
想
図
と

現
状
は
？
、②
産
業
界・

電
力
業
界
に
も
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
波
③
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ビ
ジ

　
今
年
の
研
修
会
は
、

広
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
変
化

を
商
機
に
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
Ｅ

平
成
30
年
度

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
」

約
50
人
が
参
加

　
３
月
15
日
18
時
30
分

か
ら
盛
岡
市
内
で
、

佐
々
木
隼
さ
ん
の
銀
賞

受
賞
報
告
会
（
組
合
青

年
部
主
催
）
が
、
岩
手

県
総
務
部
総
合
防
災
室

佐
々
木
室
長
（
達
増
知

事
代
理
）、
岩
手
県
議

会
議
員
軽
石
義
則
氏
等

来
賓
を
含
む
70
人
が
出

席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。

　
主
催
者
で
あ
る
高
橋

青
年
部
長
の
挨
拶
に
次

い
で
、
北
田
副
理
事
長

（
平
野
理
事
長
代
理
）

の
祝
辞
の
後
、
岩
手
県

電
業
協
会
松
橋
会
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に

入
り
、
全
国
技
能
競
技

検
討
委
員
会
委
員
長
で

あ
る
照
井
副
理
事
長
か

ら
佐
々
木
隼
さ
ん
の
銀

賞
受
賞
に
技
術
指
導
や

競
技
全
般
に
わ
た
る
支

援
に
尽
力
さ
れ
た
岩
手

県
立
福
岡
工
業
の
鳥
居

先
生
、
黒
沢
尻
工
業
加

藤
先
生
、
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
岩
手
１
団
体
と

２
人
に
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
た
。
最
後
に
議
会

多
忙
の
中
駆
け
つ
け
た

軽
石
議
員
か
ら
祝
辞
を

頂
き
会
は
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
に
達
し
た
。
平
野

喜
英
副
部
長
の
中
締
め

で
盛
会
裏
に
会
が
終
了

し
た
。

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
！
等
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。

　
次
い
で
三
菱
電
機
か

ら
住
宅
産
業
を
取
り
巻

く
市
場
環
境
と
題
し

て
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

場
の
動
向
②
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の

定
義
③
ア
フ
タ
ー
Ｆ
Ｉ

Ｔ（
２
０
１
９
年
問
題
）

④
災
害
に
強
い
家
づ
く

り
⑤
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
っ
て
な

に
―
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。

佐々木隼氏銀賞受賞
報告会開催
―組合青年部主催―
70人が参加し受賞祝う

照井副理事長と銀賞受賞を支援した右から福岡工業鳥居先生、
黒沢尻工業加藤先生、ポリテクセンター岩手太田指導員

照井副理事長から感謝状を受ける
福岡工業鳥居先生

受賞報告する
佐々木隼さん

黒沢尻工業
加藤先生

感謝状を受ける
ポリテクセンター岩手太田指導員
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トピックス
北上支部

　
春
の
行
楽
と
い
え
ば

お
花
見
。
北
上
市
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
展

勝
地
は
「
さ
く
ら
の
名

所
１
０
０
選
」
に
選
ば

組
合
・
協
会
共
同

事
業
、
平
成
31
年

度
も
実
施
を
予
定

　
従
来
か
ら
開
催
し
て

い
る
電
気
工
事
組
合
と

電
業
協
会
と
の
共
同
事

業
は
、
来
年
度
も
引
き

続
き
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
例
年
組
合
、
協
会

交
互
に
隔
年
で
役
割
を

担
当
し
て
い
る
。　

　
平
成
31
年
度
は
、「
Ｉ

Ｔ
フ
ェ
ア
の
開
催
」
は

組
合
が
、「
県
内
工
業

系
高
等
学
校
等
へ
の
電

線
寄
贈
支
援
」
は
協
会

が
担
当
し
実
施
予
定
。

協
会
総
会
は
13
時

か
ら
　
組
合
総
代

会
は
15
時
か
ら

　
平
成
31
年
度
の
協
会

総
会
、組
合
総
代
会
は
、

５
月
31
日
㈮
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
に

お
い
て
、
組
合
と
協
会

が
交
互
に
開
催
。
開
始

は
、
平
成
31
年
度
先
行

開
始
と
な
る
協
会
は
13

時
総
会
開
始
と
し
、
組

合
は
15
時
か
ら
総
代
会

が
開
始
と
な
る
。

　
本
年
度
は
、
両
団
体

と
も
に
役
員
改
選
年
で

あ
り
、
合
同
懇
親
会
は

　
合
同
会
議
に
引
き
続

き
政
治
連
盟
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
、
事
務
局

か
ら
平
成
30
年
事
業
実

施
結
果
及
び
平
成
31
年

事
業
計
画
（
案
）、
特

に
も
平
成
30
年
度
に
つ

い
て
は
、
①
第
一
種
電

気
工
事
士
認
定
基
準
５

年
か
ら
３
年
へ
の
短

縮
、
②
認
定
基
準
短
縮

と
連
動
し
た
１
級
電
気

工
事
施
工
管
理
技
士
受

験
資
格
の
取
得
、
③
技

能
者
不
足
等
へ
の
対
応

を
重
点
に
組
合
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
ん

だ
が
、
平
成
31
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
全

日
電
工
連
、
知
事
へ
の

要
望
の
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
平
成
31
年
度

は
役
員
改
選
の
時
期
に

な
る
が
、
５
月
開
催
総

代
会
に
お
い
て
選
出
さ

れ
た
役
員
及
び
支
部
長

が
評
議
員
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
る
。

講習センターに登録すると「登録料・年会費」が無料で、下記サービスが受けられます。
　１　皆様の受講時期に合わせて講習をご案内。
インターネットから登録すると
　２　いつでも技術情報、事故情報等を閲覧可能。
　３　マイページから「受講者情報の変更」「講習申込状況の確認」「領収書の発行」が可能。

電気工事技術講習センターに
登録しましょう！

講習センターに登録すると「登録料・年会費」が無料で、下記サービスが受けられます。
　１　皆様の受講時期に合わせて講習をご案内。

第一種電気工事士のみなさんへ 問合せは組合本部へ

地　区 開　催　日 会　場

盛岡会場
７月２日㈫

建設研修センター
１月（未定）

奥州会場
6月13日㈭

Ｚホール
１月（未定）

釜石会場 ８月30日㈮ 釜石市民ホール

来
年
度
事
業
計

画
案
な
ど
審
議

17
時
30
分
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。

第
一
種
電
気
工
事

士
定
期
講
習
の
開

催
に
つ
い
て

れ
て
お
り
、
ま
た
、「
み

ち
の
く
三
大
桜
名
所
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
み
ち
の
く
三
大
桜

名
所
」
と
は
、
青
森
県

弘
前
市
の
弘
前
公
園
、

秋
田
県
仙
北
市
の
角

館
、
岩
手
県
北
上
市
の

展
勝
地
の
３
ヶ
所
で
、

４
月
中
旬
か
ら
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か
け

て
岩
手
、
秋
田
、
青
森

の
順
で
見
ご
ろ
を
迎
え

ま
す
。今
年
は
こ
の「
み

ち
の
く
三
大
さ
く
ら
名

所
連
絡
会
議
」
の
広
域

観
光
Ｐ
Ｒ
が
20
周
年
を

迎
え
、
３
都
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。
ド
ロ
ー

ン
を
駆
使
し
た
普
段
と

は
違
っ
た
視
点
で
の
映

像
で
、
と
て
も
美
し
い

ム
ー
ビ
ー
で
す
の
で
、

ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

[
共
有
リ
ン
ク
：

https://youtu.be/-
c5ceE16jhM

]

　
北
上
支
部
で
は
、「
さ

く
ら
ま
つ
り
」
の
際
に

照
明
設
置
業
務
と
こ
い

の
ぼ
り
設
置
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
大
小

３
０
０
匹
も
の
こ
い
の

ぼ
り
が
雄
大
な
北
上
川

の
川
面
を
渡
る
風
で
泳

ぐ
な
か
、
観
光
遊
覧
船

に
乗
っ
て
こ
い
の
ぼ
り

の
下
を
く
ぐ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
観
光
馬
車
、
夜
桜

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
消
防

放
水
競
演
な
ど
催
し
物

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
Ｐ
Ｒ
映
像
で
は
、

こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
様

を
上
空
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
、
川
岸
か
ら
の

眺
め
と
は
違
う
迫
力
を

感
じ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
「
展
勝
地
」
は
、
大

正
９
（
１
９
２
０
）年
、

当
時
の
黒
沢
尻
町
長
、

沢
藤
幸
司
氏
が
設
立
し

た
和
賀
展
勝
会
が
桜
の

植
栽
事
業
を
行
っ
た
こ

と
に
始
ま
り
、
翌
10
年

に
開
園
し
ま
し
た
。
北

上
川
の
洪
水
の
被
害
等

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が

90
年
近
く
の
間
、
地
域

住
民
に
支
え
ら
れ
現
在

の
よ
う
な
桜
の
名
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
展

勝
地
」
と
い
う
名
前
の

由
来
は
、
沢
藤
氏
の
親

友
風
見
章
氏
（
後
の
司

法
相
）
が
事
業
団
体
の

名
称
を
展
勝
会
と
命
名

し
た
こ
と
と
、
陣
ヶ
丘

か
ら
の
眺
め
が
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
か
ら
、
展

望
の
き
い
た
名
勝
・
景

勝
の
地
と
い
う
意
味
で

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
北
上
展
勝

地
さ
く
ら
ま
つ
り
開
催

期
間
は
４
月
15
㈪
〜
５

月
６
日
㈪
・
㈷
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
お
花
見

に
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
次
回
は
花
巻
支
部
）

組
合

協
会 

共
通
だ
よ
り

 

政
治
連
盟
だ
よ
り

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力２０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
協会ホームページ　http://www.eme-tohoku.com/

岩手県支部  事務局／滝沢市穴口 275-11

TEL 019-613-2728　FAX 019-641-9428

連絡所／盛岡市・二戸市・花巻市・奥州市・一関市・久慈市・宮古市・釜石市・大船渡市

くらしに明るい未来を創造する

本社 / 宮城県仙台市宮城野区日の出町 2-2-13
岩沼本社 / 宮城県岩沼市押分字南谷地 86-5
TEL:0223-25-6701 FAX:0223-23-7401

盛岡営業所・花巻営業所・水沢営業所・大船渡営業所

【取扱商品】
電気設備資材　ＬＥＤ照明器具　住宅設備 / 建材　空調設備機器

太陽光発電システム　省エネ設備機器　通信設備機器　防犯設備機器

ISO9001：2000　認証取得（本社・工場・仙台支店）

古川電気工業株式会社
本社 ･ 工場 ： 〒983-0034　仙台市宮城野区扇町二丁目１番10号
  TEL 022-236-6031㈹　FAX 022-236-7030
北日本支店 : 〒020-0816　盛岡市中野一丁目17-7
  TEL 019-623-6421㈹　FAX 019-624-1536
支店･営業所 ： 仙台・郡山・東京・横浜・システム事業部・栃木
   川崎・大阪・名古屋・札幌
  URL：http://www.furukawa-denki.com 

「人間の暮らしを豊かにする」をテーマに人々の暮らしに
役立ち社会に貢献し信頼を得て発展する企業を目指します。

＝受配電盤 /制御システム /Lon Works Ⓡ＝



第473号 岩　手　の　電　気　工　事 平成31年３月25日㈪　⑷

　
協
会
主
催
に
よ
る
公

益
目
的
事
業
講
演
会
が

２
月
12
日
、
盛
岡
市
内

で
開
催
さ
れ
た
。
岩
手

大
学
名
誉
教
授
の
齋
藤

徳
美
氏
を
講
師
に
迎

え
、
震
災
か
ら
８
年
が

経
過
す
る
本
県
の
復
興

に
お
け
る
課
題
や
、
地

方
創
生
な
ど
に
つ
い
て

講
演
を
行
っ
た
。

　
齋
藤
氏
は
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
８
年
、
復

興
の
現
状
と
課
題
」
と

題
し
て
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
津
波
災
害
の
状

況
な
ど
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
過
去
の
津
波
防

災
対
策
の
課
題
を
提
示

し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
や
育
成
な
ど
へ

の
取
り
組
み
を
紹
介

し
、「
ま
ず
は
自
ら
の

命
を
守
る
こ
と
が
大

切
。
自
ら
の
命
を
守
れ

ず
、
人
の
命
を
守
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
指

摘
。
地
震
津
波
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
対
し

て
は
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
一
定
条
件
下
で
の

一
つ
の
目
安
。
想
定
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
よ
り
高
い
場
所
に

避
難
す
る
こ
と
が
必
要

だ
」
と
津
波
避
難
の
心

構
え
を
説
い
た
。

　
齋
藤
氏
は
、
県
復
興

委
員
会
の
総
合
企
画
専

門
委
員
長
と
し
て
復
興

計
画
策
定
に
携
わ
っ
た

過
程
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
復
興
の
現
状
と
課

題
に
も
言
及
し
た
。「
防

潮
堤
な
ど
も
万
全
で
は

な
い
。
岩
手
に
お
い
て

は
遡
上
高
30
メ
ー
ト
ル

ク
ラ
ス
の
津
波
は
数
十

年
に
一
度
発
生
し
て
い

る
」
と
問
題
提
起
。
住

民
と
行
政
の
双
方
が
、

避
難
の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

　
震
災
復
興
に
お
け

る
「
な
り
わ
い
の

再
生
」
の
重
要
性
も

強
調
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
喪
失
、
ま

ち
の
将
来
像
の
不
透

明
感
な
ど
と
い
っ
た

課
題
を
提
示
。
三
陸

地
域
の
将
来
像
と
し

て
、
三
陸
鉄
道
を
動

脈
と
し
た
イ
ン
フ
ラ

の
共
有
を
提
唱
し
「
各

地
域
が
金
平
糖
の
角
の

よ
う
な
『
特
徴
あ
る
な

り
わ
い
』
を
有
す
る
コ

ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
・
コ

ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
が

連
な
る
地
域
づ
く
り

を
」
と
呼
び
掛
け
た
。

公益目的事業講演会

「復興の現状と課題」
齋藤徳美岩手大学名誉教授が講演

　
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
推
進
に
向
け
て

東
北
６
県
の
建
設
産
業

関
係
者
ら
が
一
堂
に
会

す
る
「
が
ん
ば
ろ
う
！

東
北
〜
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
生
か
そ
う
、

東
北
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
が
３
月
８
日
、
仙

台
市
の
江
陽
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

東
北
６
県
か
ら
約
４
６

０
人
の
業
界
関
係
者
が

参
加
。
震
災
か
ら
８
年

が
経
過
し
記
憶
の
風
化

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
地

域
建
設
業
界
が
牽
引
役

と
な
っ
て
復
興
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
を
誓
い

合
っ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て

東
北
建
設
業
協
会
連
合

会
の
千
葉
嘉
春
会
長
が

あ
い
さ
つ
。「
震
災
の

風
化
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
地
域
建
設
業
の
重

要
性
が
増
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
、
国
土
強
靱

化
基
本
計
画
の
中
長
期

投
資
期
間
の
設
定
、
原

資
の
特
定
財
源
化
、
５

カ
年
・
10
カ
年
計
画
で

の
安
定
的
か
つ
持
続
的

な
公
共
事
業
予
算
確
保

の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
そ
の
上
で
千
葉
会
長

は
、
東
北
の
建
設
産
業

界
が
結
束
し
て
復
興
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
を
参

加
者
ら
に
呼
び
掛
け
。

「
地
域
に
精
通
し
た
建

設
技
術
集
団
と
し
て
、

心
を
一
つ
に
し
て
東
北

の
復
興
に
邁
進
す
る
決

意
を
新
た
に
し
た
い
」

と
の
思
い
を
述
べ
た
。

　
来
賓
の
祝
辞
に
は
東

北
地
方
整
備
局
の
上
坂

克
巳
副
局
長
が
登
壇
。

復
興
道
路
・
復
興
支
援

道
路
の
進
捗
状
況
を
紹

介
し
「
計
画
延
長
５
５

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う

ち
、
約
７
割
に
当
た
る

３
９
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

が
３
月
末
ま
で
に
開
通

の
見
込
み
。約
９
割
で
、

開
通
お
よ
び
開
通
の
見

通
し
が
付
く
こ
と
と

な
っ
た
」
と
述
べ

た
。
今
後
に
つ
い

て
は
「
復
旧
・
復

興
と
国
土
強
靱
化

に
向
け
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
効
果
の
発

信
、
震
災
の
教
訓

の
伝
承
、
新
３
Ｋ

へ
の
取
り
組
み
に

よ
る
魅
力
あ
る
業

界
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
展
望

し
た
。

　
参
議
院
議
員
の
佐
藤

信
秋
氏
、
足
立
敏
之
氏

も
会
場
に
駆
け
つ
け
、

参
加
者
ら
を
激
励
。
東

日
本
大
震
災
の
発
生
直

後
か
ら
の
地
域
建
設
業

の
献
身
的
な
取
り
組
み

に
感
謝
の
意
を
示
し
、

さ
ら
な
る
復
興
推
進
へ

の
期
待
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
公
共
投
資
の
増

額
と
安
定
的
な
予
算
確

保
を
通
じ
た
強
靱
な
国

土
づ
く
り
の
必
要
性
を

説
い
た
。

　
当
日
は
、
全
日
本
建

設
技
術
協
会
の
大
石
久

和
会
長
が
「
防
災
の
思

想
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
」

と
題
し
て
講
演
。
過
去

に
整
備
し
た
社
会
資
本

が
防
災
に
果
た
し
た
役

割
、
復
興
道
路
な
ど
広

域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
意
義
な
ど
を
説

き
な
が
ら
「
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
な
く
し
て
経

済
成
長
な
し
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　
大
石
会
長
は
「
日
本

は
、
い
ま
や
イ
ン
フ
ラ

後
進
国
に
転
落
し
た
」

と
危
機
感
を
訴
え
、
財

政
を
め
ぐ
る
議
論
の
誤

り
に
つ
い
て
問
題
提

起
。「
将
来
世
代
の
た

め
に
、
今
造
る
べ
き
も

の
を
造
る
と
い
う
考
え

方
が
必
要
」
と
、
公
共

事
業
を
め
ぐ
る
正
し
い

議
論
の
必
要
性
を
説
い

た
。

　
参
加
者
ら
は
東
北
公

共
工
事
品
質
確
保
・
安

全
施
工
協
議
会
の
村

岡
淑
郎
会
長
の
音
頭

で
「
が
ん
ば
ろ
う
！
東

北
宣
言
」
を
唱
和
。
業

界
関
係
者
が
一
致
団
結

し
、
全
力
で
復
興
の
推

進
と
地
域
社
会
資
本
の

整
備
に
当
た
っ
て
い
く

こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北

〜
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
そ
う
、

　
東
北
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

　
東
北
６
県
か
ら
約
460
人
参
加

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市津志田西2－3－13
 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所

盛岡出張所 TEL 050-3851-2285 ㈹
岩手県盛岡市中央通3丁目3番1号 ジブラルタル中央ビル6Ｆ

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10 TEL 019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター TEL 019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・

八戸・青森・秋田・鹿角・仙台・石巻・気仙沼・古川

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒028-3621　矢巾町大字広宮沢第5地割315番
TEL（019）697-3333 ㈹　FAX（019）697-1100

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
本社営業部 〒028-3621 矢巾町大字広宮沢第5地割315番
  TEL（019）697－ 3333
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1－ 5
  TEL（0193）23－ 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711


